












































































ディクテーションテストを行った。筆者（東京方言話者）が調査対象語 1 語につき 2
回読み上げ、ひらがなで書き取らせた。両テスト共通の対象語は先行研究（本橋・石
澤 2015 ほか）を元に、学習者にとって難しいと思われる特殊拍を含んだ語 15 語を
選んだ。さらに拗音を含んだ語も 15 語選んだ。過去の研究により、特に拗音と長音
の組み合わせが難しいことが予想されるため、拗音の影響も検証する。また、どれに
も該当しない語をフィラーとして 7 語用いた。次ページに分析対象語を示す。 
直音＋特殊拍 拗音（うち 9 語は＋特殊拍） 












































図 2 練習で使用したスライド 
 
最後に拗音、特殊拍の入った語のディクテーションテストを行った。全体で 20 分の




















 図 3 プリテスト・ポストテストにおける誤答率 
 
両テストとも、誤答率はポストテストにおいて低くなっている。プリテストとポス











































 次に単語毎の誤答数を示す。誤答した人数を示してあるが、協力者の人数は 10 人














 図 5 ディクテーションテスト結果（直音＋特殊拍） 
 
 
































































と習得順序－」『日本語教育』第 109 号、110-117. 
斎藤洋典（1981）「漢字と仮名の読みにおける形態的符号化及び音韻的符号化の検討」
『心理学研究』第 52 号、66-273. 
本橋美樹・石澤徹（2015）「JFL学習者による特殊拍と拗音の知覚と生成 ―生成デー





別科 日本語教育論集』第 28 号、101-114. 
Bradlow, A. B., Akahane-Yamada, R., Pisoni, D. B., & Tohkura, Y. (1999) Training Japanese 
listeners to identify English /r/and /l/: Long-term retention of learning in perception and 
production . Perception & Psychophysics, 61, pp.977-985. 
Cook, V. S. (1997) L2 Users and English Spelling. Journal of Multilingual and Multicultural 
Development, 18(6), 474-488. 
Logan, J. S., Lively, S. E., & Pisoni, D. B. (1991) Training Japanese listeners to identify 
English /r/ and /l/. Journal of the Acoustical Society of America, 89, pp.866-874. 
Hardison, D. M., & Motohashi-Saigo, M. (2010) Development of perception of second 
language Japanese geminates: Role of duration, sonority, and segmentation 
strategy. Applied Psycholinguistics, 31, pp.81-99. 
Saito, H. (2009) Spelling-to-sound or sound-to-spelling? Errors found among Japanese 
learners of English. PTLC 2009 Proceedings, pp.59-61. 
 
(motohash@kansaigaidai.ac.jp) 
 
- 56 -
